
　関根清三氏（1950年生）は、旧約聖書学者とし
て著名であるが、内村鑑三（1861一1930）の作品
とも主体的な対峙を続け、多年に亘る〈対話〉の
実りを、2019年 3 月、『内村鑑三　その聖書読解と
危機の時代』（筑摩選書）と題して上梓した。本研
究会で関根氏は、同書の第 2 章「新約聖書読解と
戦争論」に的を絞った原稿を配布して、それを読
み上げる形で発表を行った。会場には本学教員、
大学院生・修了生のほか、元聖学院理事長・大木
英夫氏や、国際基督教大学特任教授・千葉眞氏の
姿も見られ、関心の高さをうかがわせた。
　教えられた点を 2 つ挙げたい。その第一は、方
法における新しさである。内村は「聖書の読解に
基づいて、現実の問題と斬り結ぶところに」（ 1 ※
以下、括弧内の数字は特に断りのない限り、当日
配布資料の頁数）「真骨頂があ」（同）ると見る関
根氏は、本発表で、内村の「聖書の読解」に即し
てその言動を解き明かす姿勢を随所で見せた。
　思うにこのアプローチは、キリスト者ことにプ
ロテスタントの思想家の言説を読み解く際に、お
しなべて応用されるべきである。なぜなら聖書と
自覚的に向き合う者にとり、自らをとりまく現実
は、聖書に啓かれた眼で問われ、聖書という媒介
を経た意味づけを通じて取り込まれ、以て、しか
るべき行動の母体たらしめられているはずだから

である。キリスト者のこうした内的連関を看取せ
ず、その「社会的認識」や「政治的実践」をいく
ら論じても、理解が皮相なものにとどまることは
論を俟たない。
　第二は、内村研究に新知見を加えた点である。
たとえば内村の「日清戦争の義戦論」への批判に
対し創造的な揺さぶりをかけたこと、また「イエ
スは、そもそも非戦論者であっただろうか」（41）
と問い進むなかで、内村の自覚の深化を推し量っ
たこと、さらには「内村の戦争論の帰趨」（49）を、

「戦時の非戦論は遅きに失し、平時から伝道と教育
によって非戦の精神を陶冶していくという方向」

（48–49）に見出したこと等、研究史への貢献は大
きい。
　また内村の「所謂再臨運動」（25）が、「いささ
か唐突な形で終焉を迎え」（同）た背景の追究も瞠
目に値する。そこに「政治的理由」（29）を想定す
る見方、すなわち「朝鮮の独立運動（※1919年の三・
一独立運動）に、内村の再臨信仰が強い影響を与
えているという推測」（28）に基づいて、教会が「内
村を青年会館（※神田の東京基督教青年会館）か
ら締め出」（同）すと共に、「内村も教会と結託し
た官憲の動きに配慮して、再臨運動を唐突な形で
終えた」（同）とする見解に対し、関根氏は以下の

「宗教的理由」（29）を対置する。いわく、「シオニ
ズム運動と再臨信仰を結び付け、日本治下での朝
鮮が再臨を備える」（31）という如き語り方、すな
わち「政治と絡めて宗教を説くことの危うさを認
識した」（32）内村は、以後、「宗教者として己の

『事
ビジネス

業』ではない政治へと越権しないこと。そして
宗教そのものをその分限において磨き抜くこと。
……次第にそちらへと思いを定めていく」（同※ル
ビは原文）のであり、「再臨運動」の「終焉」は如
上の洞察の表現にほかならないと。
　関連して関根氏は、1918年 2 月の「『余が基督の
再臨に就て信ぜざる事共』という醒めた一文」（35）
に注目し、「表号と言い、シンボルと言い、象徴と
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言う、現代神学に通ずる非神話化の醒めた視点を、
熱狂的な再臨運動の最中に内村が持していたこと
の重要性は、これをいくら強調してもし切れない」

（36）と問いかける。この指摘も「十字架教徒・内
村」を問い直す上で興味深い。
　最後に、本研究会に参加しての率直な感想を記
しておきたい。関根氏は「『愛』こそ内村の繰り返
し語る鍵語である」（45）としたが、それは氏にも
当てはまるように思われる。本発表で些か厳しい
評価を下された、比較的若い論者の著作もあるが、
関根氏は『内村鑑三　その聖書読解と危機の時代』
の中で、それらのよきものを最大限認め、引き立
てることを惜しまない。それは同書註 1 （同書
318–319頁）で闡明された指針の体現とも言い得る
が、何よりその基底には、〈愛〉に生かされ自らも

〈愛〉を生きる氏の存在の確かさが息づいているよ
うに感じられる。この思いは、研究会での質疑応
答を聴くなかで、一層深まった。関根氏は、いか
なる人のいかなる質問にも忍耐強く耳を傾け、謙
虚に、誠実に、時にユーモアを交えて応答し続け
ていた。氏の如上の相貌を目の当たりにした経験
を含め、本研究会への出席は筆者にとって僥倖で
あった。

（文責：村松　晋［むらまつ・すすむ］聖学院大学
人文学部日本文化学科教授）

【Data】
　日　時：2019年 3 月15日（金）17：00 〜
　場　所：聖学院新館　 2 階集会室
　発題者：関根清三
　主　題：「内村鑑三　戦争論の帰趨」
　参加者：20名
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